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国産材の利用促進に向けた取組

すてきナイスグループ株式会社 代表取締役会長　平田恒一郎

設計や施工支援を行っています。木造による
畜舎建築にも取り組んでいます。
また、自社で供給する住宅については、木

の良さを生かした木造一戸建住宅商品「パワ
ーホーム」を供給しております。構造用集成
材とオリジナル接合金物を使用した木造軸組
工法により国内最高ランクの耐震強度を標準
にすると共に、省エネ性や断熱性を高めるこ
とで長期優良住宅の認定基準を超える高い性
能を保持しながら、子育て世代にもお買い求
めいただきやすい価格を実現しております。
木材利用を促進するには「供給」面だけで

なく、安定した消費者ニーズの構築という「需
要」面を両輪として取り組んでいくことが重
要です。その意味で、木の効能や魅力、木材
利用の意義について、より多くの方々に啓発
していくことは重要な取組の一つです。弊社
グループでは、健康寿命の延伸に寄与し、環
境にも貢献する木を生かしたスマートウェル
ネス住宅について学べる体験型施設「スマー
トウェルネス体感パビリオン」を、横浜市と
慶應義塾大学との産官学連携による日本初の
施設として2015年10月に横浜市にオープンし
ました。同施設はスマートウェルネス住宅に
ついて見てふれて、感じて知ることのできる
体験型のパビリオンで、群馬県高崎市と新潟
県新潟市にも開設しています。
木をルーツとする弊社グループとしまして

は、木の価値を高め「木財」となるよう木材
の利用促進に努めていきたいと考えています。

（ひらた　こういちろう）

世界は今、気候変動の緩和を目指し、環境
性能に優れた最先端の素材である「木」に高
い関心を寄せています。かつて日本は荒廃森
林（はげ山）が多く木は貴重な資源でしたが、
政府による戦後の人工林育成が実を結び、現
在の森林蓄積は49億立方メートルに及んでい
ます。年間で１億立方メートル成長している
にもかかわらず、用材として使っているのは
2,100万立方メートルに留まっています。
CO2の吸収及び炭素の固定化のためには人

工林の若返りが必要です。2010年には「公共
建築物等木材利用促進法」が施行され、積極
的な木材利用が進んでいます。しかし、中・
大規模木造建築物に関する仕組みやノウハウ
はほとんど失われてしまっていたのが実態で
す。背景には、1959年に日本建築学会が決議
した「防火、耐風水害のための木造禁止」な
どがあります。こうしたことなどから、住宅
以外の建築物はほとんど木造で建てられなく
なり、木造建築は50年にわたり「冬の時代」
の中にあったのです。
弊社グループは、長年積み重ねてきた木材

流通の機能に、一戸建住宅からマンションま
でを手がけるノウハウを付加し、鉄筋コンク
リート造を基本としてきた建設会社や設計事
務所などに対して建築物の木造化・木質化に
向けたトータルソリューションを提供し、サ
ポートしています。これまでに学校や園舎と
いった教育施設をはじめ、医療施設、高齢者
施設、商業施設など、構造部だけでなく内装
にも木材をふんだんに使用した木造建築物の
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